
主催：横浜市中央図書館・横浜市総務局危機管理室地域防災課 

関東大震災から 100 年、災害を振り返りながら、現在の横浜市の防災・減災対策についてお伝え

していきます。過去の災害から学び、「いま」できる「備え」について考えます。 
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日時：令和５年８月 2６日（土）  
午後２時～４時（開場午後１時 30 分） 

会場：横浜市中央図書館５階第一会議室  

定員：40 名（先着順） 

･申込方法 
受付開始：令和５年７月２５日（火）午前９時３０分から 

１ ホームページ  
https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/kyodo-manabi/library/shirabemono/library_school/ 

２ 電話（045-262-7336） 

３ FAX（045-262-0054） 

４ 中央図書館３階カウンター 
申込時に「講座名、氏名、電話番号」をお知らせください。  

手話通訳等をご希望の方は、８月９日（水）午後５時までにお申し出ください。 
＊申込時にご記入いただいた個人情報は、「個人情報の保護に関する法律」に従い適正に管理し、 

申込受付及び講座の中止等、連絡の必要が生じた場合にのみ利用します。 

気象庁 HP「横浜海岸の焼け跡」を加工して作成 

～ 関東大震災から 100 年 災害に備えて「いま」できること ～ 

国土交通省「静岡県熱海市伊豆山で発生した土石流災害」 

･展示のお知らせ 
「関東大震災から１００年 図書館所蔵資料で見る震災の被害と横浜市の防災」 

開催期間：令和５年８月 22 日（火）～９月 18 日（月・祝） 
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